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品 56 点による展覧会を行った（1949 年 7 月 1 日か




























































　さて、二紀会群馬支部の第 1 回展は 1948 年 11 月
に群馬大生無尽株式会社（現、東和銀行）の階上で
開催された。第 2 回展は 1950 年、第 3 回展が 1951
年 11 月 23 日から 25 日にかけて開催されている。
第 3 回展では、『上毛新聞』の報じるところによれば、














会、1954 年）は、二紀会群馬支部が、1953 年 11 月


































　1955 年の第 7 回ラボンヌ展も、二紀会群馬支部













　1956 年の第 8 回ラボンヌ展は、1956 年 10 月 26
日から 3 日間、第 1 会場が鈴木ストア画廊（鈴木ス
トアビル：現存）、第 2 会場が麻屋三階画廊（麻屋


























　1961 年 10 月、二紀会の将来のための人材育成と
いうラボンヌの目的がひとつの成果を生んだ。二紀
会展（東京都美術館、10 月 11 日から 30 日）に、
中学生からラボンヌに通っていた 19 歳の少女の作
品が同会の「褒賞」を受賞したのである。今回は同
会への 3 回目の出品で、1959 年高校 3 年生の時に
初入選していた19。また、この年の第 13 回ラ・ボ
ンヌ児童画展は、11 月 3 日から煥乎堂画廊にて約
200 点の作品によって開催された。なお、「県教委賞」
1 名、「前橋市教委賞」1 名、「上毛新聞社賞」3 名の
授賞式が 5 日に開催されている20。
　1966 年 1 月、第 18 回ラボンヌ児童画展が前三デ






は6 名、「東京新聞社賞」は5 名）、「教育美術賞」10 名、
「鶏杯賞」5 名であった21。








　1968 年 1 月、第 20 回ラボンヌ児童画展が開催さ
れた。
　1969 年 5 月、第 21 回ラボンヌ児童画展が前三デ
パートで開催され、昨年の二紀会に入選した生徒の




















生 29 名、小学 1 年生 29 名、小学 2 年生 11 名、小
学 3 年生 11 名、小学 4 年生 17 名、小学 5 年生 13 名、









　1974 年 8 月 21 日から 25 日、第 25 回ラボンヌ児











各 5 名、「群馬テレビ賞」4 名、「サクラクレパス賞」
5 名、「三共賞」5 名であった。50 名が何かしらの賞
を受賞していることになる。なお、この回の目録に
よれば、出品児童の合計は 128 名（前橋 91 名、渋






幼稚園児から小学 6 年生まで約 50 点の作品が展示
された29。
　さらに 1979 年の近藤の没後以降であるが、「第 32









































































































戦前の 1938 年から 40 年にかけて、群馬出身の福沢
一郎による福沢絵画研究所で学び、応召・復員のの
ち 1946 年に自由美術家協会の会員となった池田は、
1950 年 8 月に「多古子供アトリエ」を開設、1952 年









































































 8　2016 年 5 月 12 日前橋市内にて聞き取り（聞き手：春
原）。
 9　2016 年 5 月 7 日前橋市内にて聞き取り（聞き手：春原）。
10　2016 年 5 月 30 日安中市内にて聞き取り（聞き手：春
原）。
11　島岡　實「群馬二紀展について」『上毛新聞』1951 年 11











年 11 月 2 日。
18　（無記名）「ラ・ボンヌ展入賞者決る」『上毛新聞』1958
年 11 月 3 日。
19　（無記名）「県下で初の「褒賞」受賞」『上毛新聞』1961
年 10 月 16 日。
20　（無記名）「ラ・ボンヌ展開く　幼児の作品中心に二百
点」『上毛新聞』1961 年 11 月 4 日。
21　（無記名）「県教委賞に高橋さん　ラ・ボンヌ展入賞きま
る」『上毛新聞』1966 年 1 月 8 日。
22　（無記名）「時の話題　はじまったラ・ボンヌ児童画展」
『上毛新聞』1966 年 12 月 10 日。
23　（無記名）「三歳児の力作も　前橋　ラ・ボンヌ児童画
展」『上毛新聞』1969 年 5 月 15 日。
24　「第 22 回ラボンヌ展目録」1971 年 8 月、広瀬川美術館
所蔵。
25　「第 23 回ラボンヌ展目録」1972 年 2 月、広瀬川美術館
所蔵。
26　（無記名）「夢があって楽しい　前橋　9 日までラ・ボン
ヌ展」『上毛新聞』1973 年 9 月 6 日。
27　（無記名）「夏休みの力作 250 点　上毛新聞社賞に広瀬さ
んら 5 人」『上毛新聞』1974 年 8 月 24 日。




展」『上毛新聞』1974 年 11 月 29 日。





聞』1951 年 12 月 1 日 4 面。
33　（無記名）「おけいこ（3）　えの勉強」『上毛新聞』1953
年 6 月 14 日。
34　近藤嘉男「児童と動物画」『上毛新聞』1951 年 12 月 27
日夕刊。
35　岡田　清『子供の絵の芸術性』教育美術振興会、1953 年、
8-10 頁。
36　北川民次『子どもの絵と教育』創元社、1953 年、167-168
頁。
37　前掲、近藤嘉男「二紀会三回展から　児童画について」。
38　池田　栄「多古子供アトリエ 1950 年代の実践について」、
正木基編『戦後児童画の一断面展　多古子供アトリエと読
売アンデパンダン展』目黒区美術館、1994 年、頁付けなし。
39　同前。
40　稲庭彩和子「神奈川県立近代美術館と小関利雄」『小関利
夫と子供たちの世界』神奈川県立近代美術館、2005 年、9 頁。
春　原　史　寛30
